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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリウレタンゴムからなる部分的にウエッジソールを有するハイヒールからなる靴底に
おいて、靴底の踵の左右側部と後側部及びこの左右側部の間からなる中央部に、軟質プラ
スチック製の環状パイプからなるＵ字状の外周パイプと、この外周パイプの左右側部の間
の中央部を前後に離間して外周パイプに連通する複数本の環状パイプからなる横パイプと
、上記のＵ字状の外周パイプの後側部と複数本の横パイプの中央部を前後に連通する環状
の縦パイプからなる踵部エアクッションの各１個を中央部がウエッジソールでその左右が
切り欠かれて土踏まず形成しているウエッジソールを有する踵の左右側部に前後方向に開
口の複数段の長孔窓をそれぞれ臨ませ側部から部分的観察可能に、踵の部分の靴底の上面
に平行に離間して上段に配置の上段エアクッションの前後長さを最長とし、それより下段
に配置の中段エアクッション及び下段エアクッションの各前後長さを下段になるほど短く
して各踵部エアクッションの後端を揃えて踵に上下に離間して配設し、かつ、靴底の土踏
まず部の前部と足指間の左右側部及びこの左右側部の間からなる中央部に、軟質プラスチ
ック製の環状パイプからなる左右の直状側部パイプとこの左右の直状側部パイプの左右の
側部間を前後に離間してこの左右の直状側部パイプに連通する環状の複数本の横パイプと
この横パイプの中央部を前後に連通する縦パイプからなる足裏前部エアクッションをウエ
ッジソールの土踏まずの前部と足指間の左右側部の前後方向に開口の長孔窓に臨ませて土
踏まずの前部と足指間の足裏前部内に配設して有することを特徴とするポリウレタンゴム
からなる部分的にウエッジソールを有するハイヒール状の靴底。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は地面から受ける衝撃を和らげ、足裏に掛かる負担を少なくして長時間履いて
も疲労の少ない靴底に関し、特に踵部の内部及び土踏まずの前方の足裏部の内部にエアク
ッションを配設した靴底に関する。
【背景技術】
【０００２】
　靴は、爪先に適当なゆとりがあり、足全体に良く適合し、履き口に無理がなく、靴底の
地面につかない硬い部分である靴底のアーチ部分とこの靴底を有する靴を履いた人の足の
土踏まずとが良く合ってその足を支えている靴が履き心地のよい靴と考えられている。し
かし、たとえこのように靴が足裏にぴったり合っているようでも、長時間履いていると足
裏に負担が掛かって疲労する。
【０００３】
　さらに、足裏にぴったり合っているとしても、さらに履き心地に優れている靴底が求め
られている。このような靴として、靴底の踵部に中空のエアクッションを入れた靴が知ら
れている。例えば、これらの靴底の踵部に入れるエアクッションとしては、踵部の外周に
沿った形状であるＵ字状からなるエアクッションが知られている。
【０００４】
　さらに、ウエッジヒールである踵高さの高い女性用の靴の靴底の踵にエアクッションを
入れたものとしては、弾性材料から形成した踵の左右側部に上下に離間して踵底面に平行
なエアクッション材を２段に入れ、その下段のエアクッションを上段のエアクッションの
２倍の長さとした靴底が出願されている（例えば、特許文献１参照。）。この出願の靴底
のエアクッション材は、両端が閉塞された円筒から構成され、軟質のプラスチック材料に
よって圧縮変形可能に形成されている。このエアクッション材の軸芯は踵の左右側部の前
後方向に沿うように踵の弾性材料の中に埋め込まれている。さらに、この出願の他の形態
の踵では、踵の左右側部のエアクッション材の内側の部分に木片やオガクズを圧縮してな
る荷重支持材が充填されており、これにより踵部位の中心部におおける強度を確保してい
る。ところで、この出願のものは、踵の左右側部にのみエアクッション材を有するもので
あり、踵の左右側部の間の中央の部分にはエアクッション材の緩衝作用は作用することな
く、また上下２段の各エアクッション材は左右がそれぞれ独立しており、しかも、各エア
クッション材の大きさは踵の側部の短い長さに限られているので、エアの移動は殆どなく
全体が圧縮されるだけである。このためにクッション材としての緩衝作用の変動幅は小さ
いものに限られている。
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－３０７１１５号公報　（段落００２５、図４および図５）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、踵が高く底が平らな靴底を有するウエッジソールの
靴、特に婦人用のウエッジソールの靴において、靴底に材料中に入れるエアクッションの
構造を改良すると共に、エアクッションを入れる靴底の位置を最適箇所とすることで足裏
に掛かる負担を軽減し、長時間履いても疲労が少なくして、負担の緩衝幅を高めた靴底を
提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するための手段は、請求項１に係る発明では、ポリウレタンゴムから
なる部分的にウエッジソールを有するハイヒールからなる靴底１５において、靴底１５の
踵１７の左右側部１７ａと後側部１７ｂ及びこの左右側部１７ａの間からなる中央部１７
ｃに、軟質プラスチック製の環状パイプからなるＵ字状の外周パイプ２と、この外周パイ
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プ２の左右側部２ａの間の中央部２ｂを前後に離間して外周パイプ２に連通する複数本の
環状パイプからなる横パイプ３と、上記のＵ字状の外周パイプ２の後側部２ｃと複数本の
横パイプ３の中央部を前後に連通する環状の縦パイプ４からなる踵部エアクッション１の
各１個を中央部がウエッジソールでその左右が切り欠かれて土踏まず形成しているウエッ
ジソールを有する踵１７の左右側部１７ａに前後方向に開口の複数段の長孔窓１９をそれ
ぞれ臨ませ側部から部分的観察可能に、踵１７の部分の靴底１５の上面１５ａに平行に離
間して上段に配置の上段エアクッション１ａの前後長さを最長とし、それより下段に配置
の中段エアクッション１ｂ及び下段エアクッション１ｃの各前後長さを下段になるほど短
くして各踵部エアクッション１の後端を揃えて踵１７内に上下に離間して配設している。
さらに、靴底１５の土踏まず部２４の前部と足指間２０の左右側部２０ａ及びこの左右側
部２０ａの間からなる中央部２０ｂに、軟質プラスチック製の環状パイプからなる左右の
直状側部パイプ９とこの左右の直状側部パイプ９の左右側部２０ａ間を前後に離間してこ
の左右の直状側部パイプ９に連通する環状の複数本の横パイプ１０とこの横パイプ１０の
中央部を前後に連通する縦パイプ１１からなる足裏前部エアクッション８をウエッジソー
ルの土踏まずの前部と足指間２０の左右側部２０ａの前後方向に開口の長孔窓１９に臨ま
せて土踏まずの前部と足指間２０の足裏前部２１内に配設して有するポリウレタンゴムか
らなる部分的にウエッジソールを有するハイヒール状の靴底１５である。
【０００８】
　すなわち上記した発明では、部分的にウエッジソールを有するハイヒールからなる踵１
７の複数段の前後方向に開口の長孔窓１８にそれぞれ臨ませて配設の複数段の踵部エアク
ッション１は、ウエッジソールを部分的に有する踵１７の上面に平行に離間して上段に配
置の上段エアクッション１ａの前後長さを最長とし、それより下段に配置の中段エアクッ
ション１ｂ及び下段エアクッション１ｃの各前後長さを下段になるほど短くして踵１７内
に配設されているポリウレタンゴムからなる部分的にウエッジソールを有するハイヒール
状の靴底１５である。
【発明の効果】
【０００９】
　本願の請求項１の手段では、踵部エアクッションを踵中央部にも配設して内部に封入の
エアを踵部エアクッションのＵ字状の外周パイプと中央部の横パイプ及び間で移動可能と
しているので踵中央部においても負荷を緩衝でき、さらにエアを側部のみならず中央部間
にも移動可能とした足裏前部エアクッションを靴底の足裏前部にも有するものとすること
で、従来のエアクッションを踵にのみ有する靴底の靴よりも足裏の踵に掛かる負荷を踵全
体に均等に配分することができ、特に足裏前部エアクッションを有する靴底とすることで
この部分の負荷も緩衝でき、この踵部と足裏前部にエアクッションを有する靴底の靴を長
時間履いても疲労を覚えることがない。
【００１０】
　さらに請求項１の手段では、複数段からなる踵部エアクッションの各段の前後方向長さ
を上段から下段になるに連れてその長さを短くし、しかも各踵部エアクッションを靴裏の
上面に平行にして後端を揃えて設定することで、部分的にウエッジソールを有するハイヒ
ール状の踵の上部が前後に長く下部が前後に短いという形状に合致した状態で足裏の踵に
掛かる負荷を受けることができ、従来の例えば特許文献１の下段のエアクッションが長く
、上段のエアクッションが長くなっているものに比して足裏に掛かる負荷を踵全体に均等
に分配することができることとなり、この踵を有する靴そこの靴を長時間履いても従来の
踵のものよりも疲労を覚えることがない。
【００１１】
　例えばウエッジソールにおける踵部、特に婦人用靴のウエッジソールにおける踵部を有
する靴底からなる靴において、踵内に装入した複数段からなる踵部エアクッションを例え
ば上下の３段からなるトリプル・エアクッションとして後部を高くし、前部を斜め下方に
低くするとき、トリプル・エアクッションのパイプ内のエアは、歩行時の体重が踵から足
裏前部へ、かつ、踵の上面から下部へと移動して掛かるため、靴底の踵上面から１段目の
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エアクッションへ、１段目のエアクッションから２段目のエアクッションへ、２段目のエ
アクッションから３段目のエアクッションへと体重を移動しながら各段のエアクッション
内のエアで順次に受け、さらにウエッジソールの前部の足裏前部エアクッションと協働す
ることで、硬い地面から受ける衝撃を吸収して足首や膝の関節を守る。すなわち、爪先か
ら土踏まずの前方の部分の靴の表底の内部に装着の足裏前部エアクッションのエアでその
部分に掛かる体重を受けることで、歩行の際に地面から受ける足指部及び土踏まず前部に
掛かる衝撃を吸収緩和して足裏の疲れを軽減する。さらに、これらの本発明のエアクッシ
ョンの入った靴底を有するウエッジヒールの靴を履いて歩行しても違和感を覚えることな
く極めて快適に歩行することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明を実施するための最良の形態について、図面を参照して以下に説明する。図１は
靴底１５の右側の靴底で、（ａ）はその上面図、（ｂ）はその左側面図、（ｃ）はその底
面図を示す。図２は靴底１５のうちの左足用靴の靴底１６で、（ｂ）はその右側面を示す
。図３は靴底１５の踵１７の内部に配設する踵部エアクッション１で、（ａ）はその上段
エアクッション１ａ、（ｂ）はその中段エアクッション１ｂ、（ｃ）はその下段エアクッ
ション１ｃであり、３段からなる一組を示す。図４は靴底１５の土踏まずの前部と足指間
２０の内部に配設する足裏前部エアクッション８の左足用を示す図である。図５は図２に
示す左足用靴の靴底１６を下面側から斜め上に見た斜視図である。
【００１３】
　本手段の靴底１５は、図１に示すように、ポリウレタンゴムからなる例えば婦人用のウ
エッジソールに係るものである。図１の（ａ）の上面図に示すように、靴底１の上面の土
踏まず部２４の部分には、裏面１５ｃ近くに達する深さの複数の凹穴２２、例えば前列で
深さ約７．８ｍｍの５個の凹穴２２、後列で深さ約２１ｍｍの３個の凹穴２２が横方向に
配列されて、全部で１６個の凹穴２２が土踏まず部２４の靴幅一杯に上面１５ａの側から
空けられている。また、靴底１の上面の足指部２５の部分には、同じく裏面１５ｃ近くに
達する深さの複数の凹穴２３、例えば深さ５．５ｍｍの２個の凹穴２３が横方向に配列さ
れて、上面１５ａの側から空けられている。これらの凹穴２２及び凹穴２３は靴底１５の
土踏まず部２４及び足指部２５の部分は、靴を履いて歩行した際に柔軟にたわんで歩行を
し易くするとともに、靴底１５の割れを防止している。
【００１４】
　このウレタンゴムからなる靴底１５の踵１７の内部には、図１の（ａ）に点線で示すよ
うに、踵部エアクッション１を有し、さらに靴底１５の土踏まずの前部と足指間２０の内
部には足裏前部エアクッション８を有する。このうち、図１の（ｂ）に示すように、踵部
エアクッション１は靴底１の踵１７の左右側部１７ａに長孔窓１８を有する。この長孔窓
１８は、例えば、踵１７の上面１５ａに平行に離間して最も長い上段長孔窓１８ａと、中
位の長さの中段長孔窓１８ｂと、最も短い下段長孔窓１８ｃからなる３段が設けられてい
る。これらの長孔窓１８の内部にはそれぞれ、最も長い上段エアクッション１ａと、中位
の長さの中段エアクッション１ｂと、最も短い下段エアクッション１ｃが配設されて左右
側部１７ａに臨んで見ることができる。さらに、足裏前部エアクッション８は靴底１の土
踏まずの前部と足指間２０の足裏前部２１の左右側部２０ａに長孔窓１９を有する。この
長孔窓１９は踵１７の側部の長孔窓１８よりも短く、したがって靴底１５のポリウレタン
ゴムの中に１個の足裏前部エアクッション８が内蔵されているにもかかわらず、左右側部
２０ａに３個の長孔窓１９が前後に離間して設けられている。これらの長孔窓１８及び長
孔窓１９に臨んで見える踵部エアクッション１及び足裏前部エアクッション８の表面まで
、靴底１５の側面１５ｂより深さ約２ｍｍ凹んでおり、このために側面１５ｂが摩擦を受
けたとしても、踵部エアクッション１の表面は摩擦されることがないので疵が付きにくく
耐久性がある。これらの長孔窓１８及び長孔窓１９を横から覗くと、横パイプ３及び横パ
イプ１０から反対側に透視できる。これらのことは、図２に示す、左足用靴の靴底１６の
側面１６ｂにおいても同様であり、長孔窓１８及び長孔窓１９に臨んで見える踵部エアク



(5) JP 4361594 B1 2009.11.11

10

20

30

40

50

ッション１及び足裏前部エアクッション８の表面まで、靴底１５の側面１５ｂより深さ約
２ｍｍ凹んでおり、このために側面１５ｂが摩擦を受けたとしても、踵部エアクッション
１の表面は摩擦されることがないので疵が付きにくく耐久性がある。
【００１５】
　この踵部エアクッション１は、図３に示すように、軟質プラスチックからなる、Ｕ字状
の外周パイプ２とその左右側部２ａを連通する複数本の、例えば５本の横パイプ３と、Ｕ
字状の外周パイプ２の後側部２ｃから中央部２ｂの複数本の横パイプ３を連通する縦パイ
プ４の各環状のパイプからなっている。この縦パイプ４の先端にはエアクションとするた
めに空気あるいは窒素ガスなどを封入した際に閉じられた封入口５がある。同様に、軟質
プラスチックからなる、足裏前部エアクッション８は、図４に示すように、左右の直状側
部パイプ９とこれらを連通する複数本、例えば３本、の横パイプ１０と、これら横パイプ
１０の中央を連通する縦パイプ１１の各環状のパイプからなっている。この縦パイプ１１
の後端にはエアクションとするために空気あるいは窒素ガスなどを封入した際に閉じられ
た封入口１２がある。また、軟質プラスチックである塩化ビニールなどの平面素材を合わ
せて各環状のパイプを製造する際に、各環状のパイプの間の部分であるつなぎ部６が形成
されており、これらのつなぎ部６にはその中央部に貫通孔７が設けられている。この貫通
孔７を有することで、踵部エアクッション１及び足裏前部エアクッション８をウレタンゴ
ムの中に封入した際に、これらのエアクッションの上下のウレタンゴムが貫通孔７を通じ
て一体化され、靴底１５が強度が上って長期間の使用に耐えることができる。
【００１６】
　ウエッジソールの踵１７の複数段の前後方向に開口の、例えば上述の３段の上段長孔窓
１８ａと中段長孔窓１８ｂと下段長孔窓１８ｃからなる、長孔窓１８に臨ませて配設の複
数段の、例えば上述の３段の最も長い上段エアクッション１ａと中位の長さの中段エアク
ッション１ｂと最も短い下段エアクッション１ｃからなる、踵部エアクッション１は、図
１の（ｂ）及び図２に示すように、ウエッジソールの靴底１５の踵１７の上面に平行に下
方に離間して上段から下段に順次長さを短くして踵１７内に配設されている。すなわち、
各踵部エアクッション１の後部を最も高くして前部を斜め下方に向けて、靴底１５の踵１
７の上面に平行に配置していることで、発明の効果に述べたように、踵１７から土踏まず
部２４の前部である足裏前部２１へ、かつ、踵１７の上面から下部へと歩行時の体重が移
動して掛かるため、トリプル・エアクッションのパイプ内の空気であるエアあるいは窒素
は、靴底１５の踵１７の上面から１段目の上段エアクッション１ａへ、１段目の上段エア
クッション１ａから２段目の中段エアクッション１ｂへ、２段目の中段エアクッション１
ｂから３段目の下段エアクッション１ｃへと歩行者の体重を順次に移動しながら、各段の
踵部エアクッション１内のエアで順次に受け、この場合、ウエッジソールの前部に内蔵す
る足裏前部エアクッション８と協働することで、硬い地面から受ける衝撃を吸収緩和して
足首や膝の関節を衝撃から守っている。このように、踵部エアクッション１は、土踏まず
部２４の前方から足指部２５の爪先の部分の靴底１５である表底の内部に装着の足裏前部
エアクッション８とともに、それらに封入のエアでその部分に掛かる体重を受けることに
より、歩行の際に地面から受ける踵１７及び土踏まず部２４の前から足指部２５に掛かる
衝撃を吸収緩和して足裏の疲れを軽減することができる。
【００１７】
　図５は左側用靴の靴底１６を下面側から斜め上に見た斜視図である。靴底１６の部分に
は通常のウエッジソールの左足用靴の靴底１６であり裏面１５を有し、踵１７の後足部１
７ｂの裏面１５の側は斜めに切り欠かれている。また、土踏まず部２４の裏面１５の左右
の脇の部分が切り欠かれている。ところで、本発明の靴底１５について質量１０ｋｇのお
もりを２０ｍｍの高さから３段の踵部エアクッション１を有する靴底１５の踵部の上面に
落下させ、発生する衝撃加速度を測定し、衝撃力を算定する衝撃試験を財団法人日本紡績
検査協会の生活品試験センターにより行ったところ、踵１７における衝撃力は９００Ｎで
あった。これに対して比較例として踵１７に１段の踵部エアクッション１を有する靴底１
５の踵部の試験結果は８００Ｎであり、本発明の方が比較例に比して衝撃力は低く、した
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がって衝撃を吸収する衝撃緩和力に優れていることが判った。
【００１８】
　本発明の手段の３段からなる踵部エアクッション１を有する踵１７の部分及び足裏前部
エアクッション８を有する土踏まずの前部と足指間２０の部分を含む靴底１５の成形方法
について以下に説明する。先ず図３及び図４に示す軟質塩化ビニールからなる踵部エアク
ッション１及び足裏前部エアクッション８に空気であるエアあるいは窒素ガスを封入し、
それらの踵部エアクッション１の封入口５及び足裏前部エアクッション８の封入口１２を
閉じて準備する。次いで、例えば、金型の靴底型において、靴底１５の上面に平行になる
ように、踵１７の部分に下方から順に準備した最も短い下段エアクッション１ｃ、長さの
中段エアクッション１ｂ、最も長い上段エアクッション１ａと離間しながら位置決め配置
し、さらに土踏まずの前部と足指間２０に準備した足裏前部エアクッション８を位置決め
配置して、金型内に溶融したウレタンゴムを流し込み靴底１５に成形する。この成形で最
も難しいのは、金型の下段に入れる下段エアクッション１ｃであり、この位置ずれが生じ
ないようにすることであり、これがずれると２段目の中段エアクッション１ｂ及び３段目
の上段エアクッション１ａは入れることができなくなる。また、この場合、ウレタンゴム
液の固化がずれると不良品となるのでウレタンゴムを注入するタイミングをずれないよう
に注意して注入して成形した。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】靴底の右側の靴底で、（ａ）はその上面図、（ｂ）はその左側面図、（ｃ）はそ
の底面図を示す。
【図２】靴底のうちの左足用靴の靴底で、（ｂ）はその右側面を示す。
【図３】靴底の踵の内部に配設する踵部エアクッションで、（ａ）はその上段エアクッシ
ョン、（ｂ）はその中段エアクッション、（ｃ）はその下段エアクッションであり、３段
からなる一組を示す。
【図４】靴底の土踏まずの前部と足指間の内部に配設する足裏前部エアクッションの左足
用を示す図である。
【図５】図２に示す左足用靴の靴底を下面側から斜め上に見た斜視図である。
【符号の説明】
【００２０】
　１　踵部エアクッション
　１ａ　上段エアクッション
　１ｂ　中段エアクッション
　１ｃ　下段エアクッション
　２　Ｕ字状の外周パイプ
　２ａ　左右側部
　２ｂ　中央部
　２ｃ　後側部
　３　横パイプ
　４　縦パイプ
　５　封入口
　６　つなぎ部
　７　貫通孔
　８　足裏前部エアクッション（土踏まずの前の）
　９　直状側部パイプ
　１０　横パイプ
　１１　縦パイプ
　１２　封入口
　１３　つなぎ部
　１４　貫通孔
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　１５　靴底
　１５ａ　上面（右側）
　１５ｂ　側面（右側）
　１５ｃ　裏面（右側）
　１６　靴底（左足用靴の）
　１６ｂ　側面（左側）
　１７　踵
　１７ａ　左右側部
　１７ｂ　後側部
　１７ｃ　中央部
　１８　長孔窓（踵の左右側部）
　１８ａ　上段長孔窓
　１８ｂ　中段長孔窓
　１８ｃ　下段長孔窓
　１９　長孔窓（土踏まずの前部の左右側部）
　２０　土踏まずの前部と足指間
　２０ａ　左右側部
　２０ｂ　中央部
　２１　足裏前部
　２２　凹穴（土踏まず部）
　２３　凹穴（足指部）
　２４　土踏まず部
　２５　足指部
【要約】
【課題】　踵が高い靴底を有する婦人用のウエッジソールの靴において、靴底に入れるエ
アクッションを入れる靴底の位置を最適箇所として足裏に掛かる負担の緩衝幅を高めた靴
底を提供する。
【解決手段】　ポリウレタンゴムからなるウエッジソールの靴底１５の踵１７に、軟質プ
ラスチック製の環状パイプからなるＵ字状の外周パイプ２と、その左右側部２ａの間の中
央部２ｂを前後に離間して外周パイプ２に連通する複数本の環横パイプ３と、その中央部
を前後に連通する縦パイプ４からなる踵部エアクッション１を踵１７の左右側部１７ａに
開口の複数段の長孔窓１８に側部から見える様に踵１７に上下に離間して配設し、靴底１
５の土踏まずの前部と足指間２０に足裏前部エアクッション８をウエッジソールの土踏ま
ずの前部と足指間２０の左右側部２０ａの前後方向に開口の長孔窓１９に臨ませて配設し
て有するポリウレタンゴムからなるウエッジソールの靴底１５である。
【選択図】　　　図１
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【図３】 【図４】

【図５】
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